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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電子内視鏡装置と、
　前記複数の電子内視鏡装置とネットワークを介して接続され、前記複数の電子内視鏡装
置とデータ通信可能に構成された設定値提供サーバと、
を備えた電子内視鏡システムであって、
　前記複数の電子内視鏡装置のそれぞれは、
　　　該電子内視鏡装置の機種情報を含む識別情報を前記設定値提供サーバに送信する識
別情報送信手段と、
　　　該電子内視鏡装置の複数の動作パラメータの設定値を前記設定値提供サーバに送信
する設定値送信手段と、
　　　前記設定値提供サーバに対し、前記複数の動作パラメータの第１の推奨設定値をリ
クエストする第１推奨設定値リクエスト手段と、
を備え、
　前記設定値提供サーバは、
　　　前記複数の電子内視鏡装置から前記識別情報を受信する識別情報受信手段と、
　　　前記複数の電子内視鏡装置から前記設定値を受信する設定値受信手段と、
　　　前記複数の電子内視鏡装置から受信した前記識別情報と前記設定値とを関連付けて
設定値情報として記憶するデータ記憶手段と、
　　　前記複数の電子内視鏡装置のいずれか１つから前記第１の推奨設定値のリクエスト
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を受けたときに、前記設定値情報内の前記識別情報に基づいて、前記設定値情報の中から
該第１の推奨設定値のリクエストを出した電子内視鏡装置の機種情報と同一の機種情報を
有する設定値を抽出し、該抽出された設定値について前記動作パラメータごとにヒストグ
ラムを演算して第１の頻度を求め、該第１の頻度に基づいて前記第１の推奨設定値を生成
する第１推奨設定値生成手段と、
　　　前記第１の推奨設定値を、前記第１の推奨設定値のリクエストを出した電子内視鏡
装置に送信する第１推奨設定値送信手段と、
　　　を備えたことを特徴とする、電子内視鏡システム。
【請求項２】
　前記第１推奨設定値生成手段は、前記各動作パラメータについて前記第１の頻度の最も
高い設定値を選択して前記第１の推奨設定値を生成することを特徴とする請求項１に記載
の電子内視鏡システム。
【請求項３】
　前記設定値送信手段は、前記設定値と共にこの設定値に対する評価情報を前記設定値提
供サーバに送信し、
　前記第１推奨設定値生成手段は、前記第１の頻度を前記評価情報によって重み付けし、
前記各動作パラメータについて重み付け後の第１の頻度が最も高い設定値を選択して前記
第１の推奨設定値を生成することを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項４】
　前記識別情報は、前記各電子内視鏡装置の使用者に関する使用者情報を含み、
　前記各電子内視鏡装置は、前記設定値提供サーバに対し、前記複数の動作パラメータの
第２の推奨設定値をリクエストする第２推奨設定値リクエスト手段を備え、
　前記設定値提供サーバは、
　　前記複数の電子内視鏡装置のいずれか１つから前記第２の推奨設定値のリクエストを
受けたときに、前記設定値情報内の前記識別情報に基づいて、前記設定値情報の中から該
第２の推奨設定値のリクエストを出した電子内視鏡装置の機種情報及び使用者情報と同一
の機種情報及び使用者情報を有する設定値を抽出し、該抽出された設定値について前記動
作パラメータごとにヒストグラムを演算して第２の頻度を求め、該第２の頻度に基づいて
前記第２の推奨設定値を生成する第２推奨設定値生成手段と、
　　前記第２の推奨設定値を前記第２の推奨設定値のリクエストを出した電子内視鏡装置
に送信する第２推奨設定値送信手段と、を備えたことを特徴とする請求項１から請求項３
のいずれか一項に記載の電子内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定のネットワークに接続された複数の電子内視鏡装置を有する電子内視鏡
システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡は、電子内視鏡のＣＣＤからの画像信号を処理してモニタ等の出力手段に表
示させる為の信号処理装置（プロセッサ）と接続されて電子内視鏡装置として使用される
。近年、電子内視鏡装置とサーバとを所定のネットワーク（ＬＡＮ等）を介して接続し、
電子内視鏡やプロセッサの管理を行う電子内視鏡システムが考案されている。例えば、特
許文献１の内視鏡システムにおいては、電子内視鏡の操作ボタンへの機能の割り当て情報
をサーバから取得可能となっている。
【特許文献１】特開２００４－２０９１５１
【０００３】
　しかしながら、上記のような構成においては、予め電子内視鏡装置の機種ごとに決めら
れた設定値を受信するのみであり、例えば他の術者からの評価が高い設定値を得る、とい
った複雑な処理には対応していない。
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の問題に鑑み、本発明は、他の電子内視鏡装置の使用者からの評価が高い設定値を
得ることが可能な電子内視鏡システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を達成する為、本発明の電子内視鏡システムは、複数の電子内視鏡装置とネ
ットワークを介して接続され複数の電子内視鏡装置とデータ通信可能に構成された設定値
提供サーバとを備え、複数の電子内視鏡装置のそれぞれは、電子内視鏡装置の機種情報を
含む識別情報を設定値提供サーバに送信する識別情報送信手段と、電子内視鏡装置の複数
の動作パラメータの設定値を設定値提供サーバに送信する設定値送信手段と、設定値提供
サーバに対し、複数の動作パラメータの第１の推奨設定値をリクエストする第１推奨設定
値リクエスト手段とを備え、設定値提供サーバは、複数の電子内視鏡装置から識別情報を
受信する識別情報受信手段と、複数の電子内視鏡装置から該設定値を受信する設定値受信
手段と、複数の電子内視鏡装置から受信した識別情報と設定値とを関連付けて設定値情報
として記憶するデータ記憶手段と、複数の電子内視鏡装置のいずれか１つから第１の推奨
設定値のリクエストを受けたときに、設定値情報内の識別情報に基づいて、設定値情報の
中から第１の推奨設定値のリクエストを出した電子内視鏡装置の機種情報と同一の機種情
報を有する設定値を抽出し、抽出された設定値について動作パラメータごとにヒストグラ
ムを演算して第１の頻度を求め、第１の頻度に基づいて第１の推奨設定値を生成する第１
推奨設定値生成手段と、第１の推奨設定値を第１の推奨設定値のリクエストを出した電子
内視鏡装置に送信する第１推奨設定値送信手段と、を有する。
【０００６】
　このような構成とすると、他の術者が採用した設定値に基づいた最適な第１の推奨設定
値を得ることが可能である。
【０００７】
　また、第１推奨設定値生成手段は、各動作パラメータについて第１の頻度の最も高い設
定値を選択して第１の推奨設定値を生成する構成としてもよい。或いは、設定値送信手段
は、設定値と共にこの設定値に対する評価情報を設定値提供サーバに送信し、第１推奨設
定値生成手段は第１の頻度を評価情報によって重み付けし、各動作パラメータについて重
み付け後の第１の頻度が最も高い設定値を選択して第１の推奨設定値を生成する構成とし
てもよい。
【０００８】
　また、識別情報は、各電子内視鏡装置の使用者に関する使用者情報を含み、各電子内視
鏡装置は、設定値提供サーバに対し、複数の動作パラメータの第２の推奨設定値をリクエ
ストする第２推奨設定値リクエスト手段を備え、設定値提供サーバは、複数の電子内視鏡
装置のいずれか１つから第２の推奨設定値のリクエストを受けたときに、設定値情報内の
識別情報に基づいて、設定値情報の中から第２の推奨設定値のリクエストを出した電子内
視鏡装置の機種情報及び使用者情報と同一の機種情報及び使用者情報を有する設定値を抽
出し、抽出された設定値について動作パラメータごとにヒストグラムを演算して第２の頻
度を求め、第２の頻度に基づいて第２の推奨設定値を生成する第２推奨設定値生成手段と
、第２の推奨設定値を第２の推奨設定値のリクエストを出した電子内視鏡装置に送信する
第２推奨設定値送信手段とを備える構成としてもよい。
【０００９】
　このような構成とすると、電子内視鏡装置の使用者は、例えば、著名な医師による設定
値を参照しながら設定値を適宜設定することが可能となる。
【発明の効果】
【００１０】
　以上のように、本発明によれば、他の術者からの評価が高い設定値を得ることが可能な



(4) JP 4864576 B2 2012.2.1

10

20

30

40

50

電子内視鏡システムが実現される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態につき、図面を参照して説明する。図１は、本実施形態の電
子内視鏡システムの全体を示すブロック図である。図１に示されているように、本実施形
態の電子内視鏡システム１は、それぞれ電子内視鏡１１０とプロセッサ１２０とモニタ１
３０とから成る複数の電子内視鏡装置１００と、この電子内視鏡装置１００と所定のネッ
トワークを介して接続される設定値提供サーバ２００とを備える。電子内視鏡装置１００
のプロセッサ１２０と、設定値提供サーバ２００とを接続するネットワークは例えばイー
サネット（登録商標）等を利用したＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）で
ある。或いは、電子内視鏡装置１００のプロセッサ１２０がＡＤＳＬ、ダイヤルアップ接
続などを用いてインターネット経由で設定値提供サーバ２００に接続する構成であっても
良い。
【００１２】
　プロセッサ１２０には、電子内視鏡１１０が着脱可能に接続される。プロセッサ１２０
は、接続されている電子内視鏡１１０のライトガイドに照明光を供給する為の光源装置と
しての機能を有する。さらにプロセッサ１２０は、電子内視鏡１１０のＣＣＤによって撮
像された映像信号を処理し、処理の結果得られた映像を所定の形式（ＮＴＳＣ形式など）
の映像信号に変換し、これをモニタ１３０やその他の出力装置（ビデオプリンタ等、不図
示）の出力手段に出力する信号処理装置としての機能をも有する。
【００１３】
　プロセッサ１２０は、電子内視鏡１１０からの映像信号を処理する際、画像信号に各種
画像処理を行うことができる。例えば、画像の輝度を調整するブライトネス調整処理、画
像のγ値を調整するγ値調整処理、画像のエッジ強調を行うエンハンス処理、画像の色差
補正を行うカラーバランス調整処理を行う。
【００１４】
　本実施形態の構成においては、これらの画像処理の際に用いる設定値を設定値提供サー
バ２００からネットワークを介して取得することができる。プロセッサ１２０に接続され
る電子内視鏡１１０は、一般にその電子内視鏡１１０によって観察される部位（呼吸器、
胃、十二指腸、直腸等）に応じて異なる種類のものが使用される。このため、接続された
電子内視鏡１１０の種類に応じて最適な画像処理の設定値はある程度決まってくるものと
考えられる。ただし、電子内視鏡装置１００の術者の嗜好等によってこの最適値は変動し
うる。
【００１５】
　このため、本実施形態の電子内視鏡システム１においては、電子内視鏡装置１００が術
者のユーザＩＤと、電子内視鏡１１０の機種ＩＤとを設定値提供サーバ２００に送信し、
設定値提供サーバ２００はこれらのＩＤを用いて最適な設定値を算出する。算出された設
定値は、電子内視鏡装置１００に送信され、電子内視鏡装置１００のプロセッサ１２０は
この設定値を用いて画像処理を行う。
【００１６】
　ここで、電子内視鏡装置１００の術者が、設定値提供サーバ２００より提供された設定
値で電子内視鏡１１０による観察に不具合を感じた場合は、手動操作でこの設定値を適宜
調整することができる。また、この設定値の調整が完了した後、術者の操作によってこの
設定値を設定値提供サーバ２００に送信することができる。送信された設定値は、以降の
設定値算出時に利用される。
【００１７】
　設定値提供サーバ２００の構成に付き、以下説明する。図２は、設定値提供サーバ２０
０のブロック図である。設定値提供サーバ２００は、各種設定値情報を記憶するストレー
ジ（記憶装置）２１０と、このストレージ２１０から設定値情報を読み出して最適な設定
値を算出する設定値演算ユニット２２０と、電子内視鏡装置１００との間で情報（設定値
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、ＩＤ等）の送受信を行う為のネットワークアダプタ２３０とを有する。
【００１８】
　設定値情報は、図３のような形式でストレージに保存されている。すなわち、設定値Ｉ
Ｄ、ユーザＩＤ、機種ＩＤ、評価点、データ公開の可否情報、設定値がこの順に記録され
るようになっている。
【００１９】
　設定値ＩＤとは、内視鏡装置からの設定値情報ごとに付与されるユニークなＩＤであり
、各設定値情報を識別する為のＩＤである。また、評価点とは、術者が設定値を設定値提
供サーバ２００に送信する時に入力可能な値であり、これは設定値、ユーザＩＤ、機種Ｉ
Ｄと共に設定値提供サーバ２００に送信可能である。本実施形態においては、評価点は３
段階評価であり、評価点３が高い評価、評価点１が低い評価、評価点２が中間の評価を示
す。なお、本実施形態においては、術者が特に評価点を設定しない場合は中間の評価、す
なわち評価点２が設定値提供サーバ２００に送信される。データ公開の可否情報とは、こ
のデータを術者の氏名とともに他のユーザに送信しても良いかどうかを判別する為のフラ
グである。この情報は、後述する設定値閲覧機能にて使用される。
【００２０】
　本実施形態においては、設定値演算ユニット２２０は、以下の手順によって設定値の推
奨値を算出する。まず、電子内視鏡１００の術者が本実施形態のシステムを使用する為に
、術者のユーザ登録が行われる。本実施形態において、電子内視鏡装置１００を起動する
と、図４の様なログイン画面が電子内視鏡１００に接続されたモニタ１３０に表示される
。術者は、この画面を参照しながら電子内視鏡１００に接続されたキーボードやマウスを
操作してユーザＩＤ及びパスワード（後述）を入力し「ＯＫ」ボタンを操作する（例えば
マウス等のポインティングデバイスを操作してこのボタンの上にカーソルを移動し、そこ
でポインティングデバイスのボタンをクリックする）と、ユーザＩＤが設定値提供サーバ
２００に送信される。術者にユーザＩＤがまだ与えられていない場合は、図中の「新規登
録」ボタンを操作する。そうすると、図５に示されるユーザ登録画面がモニタ１３０上に
表示される。
【００２１】
　次に、術者は、ユーザ登録画面を参照しながら術者の氏名、パスワードを入力する。次
いで、術者は「登録」ボタンを操作して登録処理を完了させる。この結果、パスワード、
術者氏名、電子内視鏡装置１００の設置場所情報（病院名）から構成される登録情報が設
定値提供サーバ２００に送信される。なお、設置場所情報はこの電子内視鏡装置１００を
設置する際に電子内視鏡装置１００の図示しない記憶手段（ハードディスクなど）に記録
され、登録時に記憶手段から読み出されて設定値提供サーバ２００に送信される。設定値
提供サーバ２００は、この登録情報を受信すると、ユニークなユーザＩＤを生成してこの
登録情報に関連づけた上で、このユーザＩＤを電子内視鏡装置１００に送信する。受信さ
れたユーザＩＤは、電子内視鏡装置１００のモニタに表示される。これによって、術者は
図４のログイン画面でユーザＩＤとパスワードを入力してこれを設定値提供サーバ２００
に送信できるようになる。
【００２２】
　図４のログイン画面を操作してユーザＩＤを設定値提供サーバ２００に送信すると、電
子内視鏡装置１００のモニタには、図６の自動設定選択画面が表示される。術者は、この
画面を参照しながらマウス等を操作して、設定値を設定値提供サーバ２００から得るか、
それとも手動で設定値を入力するかの選択を行う。
【００２３】
　図６の画面において、「設定を自動的に行いますか？」という問い合わせに対して「Ｙ
ｅｓ」ボタンを操作をして、設定値を設定値提供サーバ２００から得ることを術者が選択
した場合は、その選択が設定値提供サーバ２００に報知され、設定値提供サーバ２００は
後述する手法により適切な設定値を算出し、これを電子内視鏡装置１００に送信する。こ
の結果、電子内視鏡装置１００のモニタには、図７のような設定確認画面が表示される。
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【００２４】
　設定確認画面には、設定値提供サーバ２００から送信された設定値（推奨値）が表示さ
れる。具体的には、現在使用している内視鏡と同一の型の内視鏡を使用した全ての術者の
評価結果に基づいて算出された第１推奨値と、現在この電子内視鏡装置１００を使用して
いる術者自身による評価結果に基づいて算出された第２推奨値とが表示される。術者は、
この設定確認画面を参照して、第１推奨値と第２推奨値のいずれを使用するか、或いはこ
の推奨値を修正して使用するかの選択を行う。
【００２５】
　また、図７において、図中の「第１推奨値に基づいて手動修正」ボタン又は「第２推奨
値に基づいて手動修正」ボタンを操作して、推奨値を修正することを選択した場合は、図
８の設定値入力画面が表示される。ここで、各設定値は、ボタン操作によって選択された
第１又は第２推奨値の設定値がそのまま使用される。
【００２６】
　なお、この設定値入力画面は、図６の設定値選択画面において手動で設定値を入力する
ことを術者が選択した場合（すなわち、図６の「設定を自動的に行いますか？」という問
い合わせに対して「Ｎｏ」ボタンを操作した場合）にも表示される。この時図８に表示さ
れる設定値は後述のデフォルト値が使用される。図７の設定確認画面には、推奨値を今後
のデフォルト値とするかどうかを選択するためのチェックボックスＣＢ１が表示されてい
る。このチェックボックスＣＢ１はマウスによって操作される度にオン／オフがトグルさ
れるようになっており、チェックボックスＣＢ１がオンになった状態で「第１推奨値を使
用」又は「第２推奨値を使用」ボタンが操作されると、以降図６の自動設定選択画面にお
いて「設定を自動的に行いますか？」という問い合わせに対して「Ｎｏ」ボタンが操作さ
れた時に図８の設定値入力画面に表示されるデフォルト値がここで選択された第１又は第
２推奨値の設定値となる。
【００２７】
　設定値入力画面においては、術者は所望の設定項目に対してキーボード又はマウス等を
適宜操作して、設定値を入力する（例えば、キーボードを用いて設定値を直接入力するか
、所望の設定項目の「△」（ＵＰ）「▽」（ＤＯＷＮ）ボタンをマウスを用いて操作して
設定値を増減する）。次いで、「ＯＫ」ボタンを操作して設定値の入力を完成させる。こ
れによって、設定値が電子内視鏡装置１００に記憶され、以降はこの設定値にて各種画像
処理が行われる。また、図７の設定確認画面において、「このパラメータでよいですか？
」という問い合わせに対して「Ｙｅｓ」ボタンを操作して、設定値提供サーバ２００から
送信された設定値を使用することを術者が決定した場合は、その設定値が電子内視鏡装置
１００に記憶され、以降はこの設定値にて各種画像処理が行われる。また、設定値入力画
面には、ここで入力された設定値を今後のデフォルト値とするかどうかを選択するための
チェックボックスＣＢ２が表示されている。このチェックボックスＣＢ２はマウスによっ
て操作される度にオン／オフがトグルされるようになっており、チェックボックスＣＢ２
がオンになった状態で「Ｙｅｓ」ボタンが操作されると、以降図６の自動設定選択画面に
おいて「設定を自動的に行いますか？」という問い合わせに対して「Ｎｏ」ボタンが操作
された時に図８の設定値入力画面に表示されるデフォルト値がここで入力された設定値と
なる。
【００２８】
　なお、術者は内視鏡による診断、処置などを行っている際に所定の操作（キーボードの
所定のキーを押すなど）を行うことによって、図８の設定値入力画面を呼び出し、設定値
を適宜修正することができる。
【００２９】
　この後、術者は内視鏡による診断や処置などを行う。診断、処置の終了後、または途中
で術者はこの設定値の評価を行うことができる。評価を行う際は、図９の評価入力画面が
電子内視鏡装置１００のモニタ上に表示される。術者はこの評価入力画面を参照して評価
点を入力し、これを設定値提供サーバ２００に送信する。また、この際、術者は術者自身
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の氏名を他の登録ユーザに公開しても良いかどうかの選択が行われる。この選択結果は設
定値情報の「データ公開の可否情報」として設定値サーバ２００に送信される。
【００３０】
　設定値提供サーバ２００による推奨値の算出は、以下の手順によって行われる。
【００３１】
　まず、第１推奨値の算出手順につき説明する。電子内視鏡装置１００の術者の操作によ
って第１推奨値の提供がリクエストされる（図６）と、電子内視鏡装置１００は、術者の
ユーザＩＤ、電子内視鏡１１０の機種ＩＤを設定値提供サーバ２００に送信する。なお、
電子内視鏡１１０の機種ＩＤは、電子内視鏡１１０に内蔵されているＥＥＰＲＯＭ内に記
憶されており、電子内視鏡装置１００はＥＥＰＲＯＭに記憶されている機種ＩＤを読み取
り、これを設定値提供サーバ２００に送信する。
【００３２】
　設定値提供サーバ２００の設定値演算ユニット２２０は、最初に、受信した機種ＩＤと
一致する設定値情報を全て抽出する。次いで、設定値の項目（輝度調整値、γ値調整値、
エンハンスレベル、カラーバランス補正値）ごとに、設定値のヒストグラムを演算する。
この時、評価点を用いてヒストグラムの重み付けを行う。すなわち、評価が低い、すなわ
ち評価点が１であるような設定値情報は－１回とカウントし、また、評価が高い、すなわ
ち評価点が３であるような設定値情報は２回とカウントする。
【００３３】
　また、輝度調整値のように、設定値の範囲が広い（例えば－１２８～１２７）範囲をと
りうるものについては、一定の範囲ごとに設定値をグループ化した上でヒストグラムを作
成する。すなわち、例えば輝度調整値については、設定値が－１２８～－９７、－９６～
－６５、－６４～－３３、－３２～－１、０～＋３１、＋３２～＋６３、＋６４～＋９５
、＋９６～＋１２７、をとるものを夫々１グループとし、グループ毎に頻度をカウントす
る。
【００３４】
　このように、ヒストグラムを作成したうえで、設定値の項目のそれぞれについて、最も
頻度の高い設定値を推奨する設定値として選択する。例えば、設定値情報のサンプル数が
１００で、輝度調整値が下記の表１に示すような分布を示している場合は、輝度調整値－
６４～－３３が推奨する設定値として選択される。なお、実際の推奨設定値は、－６４～
－３３の中間である－４８となる。
【００３５】
【表１】

【００３６】
　以上算出された推奨設定値は、第１推奨値として電子内視鏡装置１００に送信される。
なお、評価点による重み付けを行わず、頻度のみで第１推奨値を決定しても良い。
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【００３７】
　以上算出された第１推奨値は、複数の電子内視鏡装置１００の使用者全員の設定値に基
づいて算出されるものである。したがって、この第１推奨値には術者の嗜好などが考慮さ
れていない。そこで、術者が過去に送信した設定値に基づいて、サーバ２００は第２推奨
値を算出し、これを子内視鏡装置１００に送信する。具体的には、ストレージ２２０内に
保存された設定値情報のうち、設定値の推奨値の提供をリクエストした術者のユーザＩＤ
及びこの術者が使用している電子内視鏡１１０の機種ＩＤを有する物を全て抽出する。次
いで、抽出した設定値情報のうち重み付け後の頻度がもっとも大きい設定値情報を第２推
奨値とする。 以上の手順にて決定した第２推奨値は、電子内視鏡装置１００に送信され
る。これらの第１、第２推奨値は図７の設定値確認画面に表示されることになる。なお、
この内視鏡１１０について術者が評価を行っていない場合、又は評価点が３であるような
設定値が存在しない場合は、第２推奨値の算出を行わない。この場合には図７の第２推奨
値の表示エリアには設定値は表示されず、また、図７の「第２推奨値を使用」「第２推奨
値に基づいて手動修正」ボタンは操作できないようになる。
【００３８】
　本実施形態の電子内視鏡システム１は、術者が他の術者の設定値を閲覧する為の設定値
閲覧機能を有する。術者が電子内視鏡装置１００を操作して所望の術者の氏名を入力して
この術者の設定値の取得をリクエストすると、電子内視鏡装置１００からその術者の氏名
が設定値提供サーバ２００に送信される。設定値提供サーバ２００は、受信した術者の氏
名を用いてストレージ２２０内に記憶された登録情報を検索し、その術者のユーザＩＤを
特定する。さらに、このユーザＩＤを含み、且つ「データ公開の可否情報」において設定
値と術者氏名の公開が許可されているような設定値情報を抽出する。
【００３９】
　次いで、設定値提供サーバ２００、この抽出した設定値情報のうち、所定の条件（例え
ば１ヶ月以内に評価された設定値である、又は評価点が３の設定値である、等）に合致し
たものを選択し、これを電子内視鏡装置１００に送信する。電子内視鏡装置はこの設定値
情報を受信すると、その内容（設定値及び評価点）をモニタに表示する。これによって、
術者は他の術者の設定値およびその設定値に対する評価を知ることができ、この設定値を
参考にして、設定値を適宜調整することができる。
【００４０】
　以上のように、本実施形態の構成によれば、電子内視鏡装置１００の術者は、適切な設
定値を設定値提供サーバ２００から取得する、及び／または他の術者による設定値を閲覧
することが可能となる。
【００４１】
　また、本実施形態のシステムを電子内視鏡１１０や電子内視鏡装置１００のフィールド
テストに使用することも可能である。このシステムをフィールドテストに使用することに
よって、多数の術者による設定値と評価値とを速やかに集めることが可能となり、この結
果から最適な設定値を算出することができる。この結果得られた設定値を電子内視鏡１１
０のＥＥＰＲＯＭに記憶させておくことによって、電子内視鏡装置１００を設定値提供サ
ーバ２００に接続しない、スタンドアロンの状態で使用する場合であっても、適切な設定
値が選択されることになる。
【００４２】
　なお、本実施形態においては、機種ＩＤは電子内視鏡装置に接続されている電子内視鏡
の機種ＩＤであるが、この代わりに電子内視鏡装置の機種ＩＤを用いてもよく、また、電
子内視鏡装置の機種ＩＤとこの電子内視鏡装置に接続されている電子内視鏡の機種ＩＤの
双方を設定値提供サーバに送信する構成としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明の実施の形態の電子内視鏡システムの全体を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態の設定値提供サーバのブロック図である。
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【図３】設定値提供サーバに記憶されている設定値情報の一例である。
【図４】電子内視鏡装置のモニタに表示されるログイン画面の一例である。
【図５】電子内視鏡装置のモニタに表示されるユーザ登録画面の一例である。
【図６】電子内視鏡装置のモニタに表示される自動設定選択画面の一例である。
【図７】電子内視鏡装置のモニタに表示される設定確認画面の一例である。
【図８】電子内視鏡装置のモニタに表示される設定値入力画面の一例である。
【図９】電子内視鏡装置のモニタに表示される評価入力画面の一例である。
【符号の説明】
【００４４】
　　１　　電子内視鏡システム
１００　　電子内視鏡装置
１１０　　電子内視鏡
１２０　　電子内視鏡用プロセッサ
２００　　設定値提供サーバ
２１０　　設定値演算ユニット
２２０　　ストレージ
２３０　　ネットワークアダプタ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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